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私
達
の
遠
い
祖
先
で
あ
る
神
代
・
神
話
の
時
代
、

当
時
内
海
で
あ
っ
た
鳥
取
平
野
の
内
陸
部
に
は
、

秀
れ
た
農
業
技
術
と
鉄
製
の
農
具
を
持
っ
た
渡
来

人
が
大
陸
か
ら
多
く
定
住
し
て
、
地
域
は
次
第
に

豊
か
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

鳥
取
県
東
部
で
は
青
谷
上
寺
地
遺
跡
が
発
掘
さ

れ
、
全
国
的
に
も
有
名
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

鳥
取
平
野
で
は
、
鳥
取
市
河
原
町
曳
田
あ
た
り
に

渡
来
人
が
上
陸
し
て
そ
の
一
帯
の
原
野
を
開
墾
し
、

豪
族
が
出
現
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
豪
族
の
末
裔

か
ら
神
話
の
大
ス
タ
ー
・
八
上
姫
が
生
誕
し
た
の

で
す
。

　

弥
生
時
代
、
数
百
年
間
に
亘
っ
て
日
本
各
地
に

点
在
す
る
豪
族
に
よ
り
築
か
れ
た
古
墳
は
、
１
万

数
千
ヵ
所
と
記
録
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
豪
族

か
ら
生
ま
れ
た
姫
は
数
多
く
存
在
し
ま
す
が
、
唯

一
、
日
本
古
代
の
歴
史
書
で
あ
る
「
古
事
記
」
に

記
載
さ
れ
て
い
る
麗
人
は
、
我
が
因
幡
国
の
八
上

姫
し
か
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
人
物
は
、
近
隣
に
響

く
ほ
ど
聡
明
な
絶
世
の
美
女
で
あ
り
ま
し
た
。
当

時
の
日
本
を
統
治
し
て
い
た
出
雲
王
朝
の
大
国
主

命
が
恋
焦
が
れ
、
八
上
姫
へ
の
求
愛
の
た
め
、
遠

国
の
難
路
を
も
の
と
も
せ
ず
生
誕
の
豪
族
館
を
訪

ね
、
恋
が
成
就
し
た
と
い
う
歴
史
的
ラ
ブ
ロ
マ
ン

ス
は
現
代
の
私
達
も
共
感
す
る
愛
の
物
語
で
す
。

　

こ
の
度
私
達
市
民
グ
ル
ー
プ
は
、
八
上
姫
生
誕

の
地
で
あ
る
賣
沼
神
社
（
鳥
取
市
河
原
町
曳
田
）

の
氏
子
皆
様
と
連
携
し
、
麗
人
八
上
姫
に
「
地
域

お
こ
し
」
の
主
役
と
し
て
現
代
に
登
場
し
て
い
た

だ
き
、
地
域
社
会
の
活
性
化
・
発
展
を
図
る
「
麗

人
八
上
姫
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
ロ
ー
ド
を
実
現
す
る
会
」

を
設
立
し
て
、全
国
へ
発
信
す
る
一
大
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
そ

の
事
業
に
伴
い
、
昨
秋
、
神
社
参
道
入
口
に
「
大

鳥
居
」
を
奉
納
し
、
さ
ら
に
第
二
期
事
業
は
賣
沼

神
社
大
鳥
居
横
に
麗
人
八
上
姫
と
大
国
主
命
の
ラ

ブ
ロ
マ
ン
ス
像
（
等
身
大
）
を
奉
納
い
た
し
ま
す
。

こ
の
石
像
は
、
気
高
く
美
し
く
愛
ら
し
い
八
上
姫

と
、
凛
々
し
く
男
ら
し
い
大
国
主
命
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
芸
術
作
品
で
す
。
製
作
は
地
元
の
上
田
石
材

店
で
鋭
意
制
作
中
で
す
。
完
成
は
本
年
10
月
中
旬

予
定
で
す
。
全
て
の
人
々
が
憧
れ
、
地
域
の
人
々

の
癒
し
と
な
る
こ
の
石
像
を
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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現
代
は
著
し
い
急
速
な
社
会
構
造
の
変
化
に

よ
る
高
齢
化
・
少
子
化
の
中
で
東
京
一
極
集
中

の
弊
害
と
、
極
端
な
過
疎
に
よ
る
地
方
の
疲
弊

が
深
刻
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
対
策
と
し
て
特
に
近
年
政
府
は
、
地
方
創
生

と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開
と
数
々
の
政
策

を
打
ち
出
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
時
代
の
危
機

を
ど
う
打
開
す
る
か
は
、
政
府
、
行
政
任
せ
で

は
な
く
、
地
方
に
定
住
し
て
い
る
私
達
市
民
一

人
一
人
の
自
覚
と
行
動
が
必
要
で
あ
り
、
地
域

社
会
に
対
す
る
責
務
で
す
。
天
台
宗
の
宗
祖
で

あ
る
最
澄
の
言
葉
に
「
一
隅
を
照
ら
す
、
こ
れ

国
宝
な
り
」
と
い
う
名
言
が
あ
り
ま
す
が
、
私

達
が
生
活
し
て
い
る
故
里
の
歴
史
・
伝
統
・
文

化
・
自
然
を
直
視
す
れ
ば
、
そ
の
ヒ
ン
ト
、
糸

口
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

私
達
の
先
祖
、
先
人
が
生
活
を
営
み
築
い
て

き
た
輝
く
独
自
の
歴
史
・
事
跡
・
文
化
の
再
発

見
と
活
用
に
よ
り
、
住
民
が
立
ち
上
が
り
地
域

何
故
今
日
神
話
・
八
上
姫
を
主
役
と
す
る

「
地
域
お
こ
し
」
が
必
要
か
！

賣沼神社 

の
活
性
化
と
発
展
に
取
り
組
み
、
大
き
な
成
果

を
挙
げ
て
い
る
事
例
を
説
明
致
し
ま
す
。

　

我
が
鳥
取
県
西
部
に
名
峰
・
大
山
が
あ
り
、

こ
の
大
山
開
山
１
、３
０
０
年
と
山
麓
の
博

労
座
に
位
置
し
、
地
蔵
信
仰
を
背
景
に
す
る

８
０
０
年
に
亘
る
伝
統
を
誇
る
日
本
一
の
牛
馬

市
を
全
国
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
展
開
し
て
い
る
の

は
、
西
部
の
米
子
市
、
大
山
町
、
伯
耆
町
、
南

部
町
の
一
市
三
町
で
す
。
こ
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
大
山
の
観
光
客
は
シ
ー
ズ
ン
に
入
れ
ば
入

山
を
制
限
す
る
程
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
境
港
市
は
、「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
」

ブ
ー
ム
を
取
り
入
れ
て
、
市
内
中
央
の
「
鬼
太

郎
ロ
ー
ド
」「
鬼
太
郎
記
念
館
」
に
、
20
年
間

で
４
、０
０
０
万
人
の
観
光
客
が
押
し
寄
せ
、

た
い
へ
ん
な
賑
わ
い
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
山

陰
の
城
下
町
松
江
市
は
、
国
宝
松
江
城
、
大
自

然
宍
道
湖
の
景
観
に
よ
り
、
年
間
９
０
０
万
人

以
上
の
観
光
客
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
大
山
山
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麓
の
旧
根
雨
町
に
あ
る
由
緒
あ
る
金
持
神
社
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
を
活
用
し
て
地
元
の
皆
さ
ん
が
地

域
お
こ
し
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
起
こ
し
た
結

果
、
あ
の
辺
境
、
秘
境
に
拘
わ
ら
ず
、
毎
年
数

十
万
人
の
参
詣
者
・
観
光
客
が
訪
れ
、
地
元
観

光
協
会
の
努
力
に
よ
り
神
社
の
御
礼
、
お
守
り
、

農
産
物
販
売
の
剰
余
金
４
、４
０
０
万
円
（
11

年
間
）
を
旧
根
雨
町
へ
地
域
振
興
の
た
め
寄
付

を
続
け
て
お
り
ま
す
。
こ
の
経
済
効
果
を
概
算

す
れ
ば
、
西
部
地
域
の
観
光
ブ
ロ
ッ
ク
に
年
間

観
光
客
１
、０
０
０
万
人
と
し
て
、
一
人
あ
た

り
1
万
円
消
費
す
れ
ば
、
約
１
、０
０
０
億
円

と
な
り
、
こ
れ
は
た
い
へ
ん
な
経
済
へ
の
貢
献

で
あ
り
、
凄
い
魅
力
と
影
響
力
で
す
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
我
が
鳥
取
市
は
昔
か

ら
一
枚
看
板
で
あ
る
鳥
取
大
砂
丘
と
山
陰
海
岸

の
１
セ
ッ
ト
で
す
。
し
か
も
、
年
間
２
０
０
万

人
程
の
途
中
下
車
観
光
で
あ
り
、
地
元
で
消
費

す
る
金
額
も
一
人
あ
た
り
３
、０
０
０
円
程
度

と
す
れ
ば
、
年
間
の
経
済
効
果
は
約
60
億
円
程

度
で
す
。
鳥
取
県
西
部
観
光
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
格

差
は
顕
著
で
す
。

　

そ
こ
で
、
郷
土
を
愛
し
、
志
を
持
つ
市
民
有

志
が
結
束
し
、
郷
土
因
幡
国
が
生
ん
だ
神
話
、

伝
説
の
麗
人
・
八
上
姫
を
地
域
創
生
の
ヒ
ロ
イ

ン
・
主
役
と
し
て
現
代
に
登
場
い
た
だ
き
、
郷

土
発
展
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
八
上
姫
、
大
国
主

命
の
ラ
ブ
ロ
マ
ン
ス
像
（
等
身
大
）
の
実
現
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
事
業
の
実
行
委
員

会
は
、
賣
沼
神
社
氏
子
皆
様
と
私
達
市
民
グ

ル
ー
プ
が
ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
り
つ
く
ら
れ
た
も

の
で
す
。
こ
の
夢
の
実
現
へ
向
け
た
２
年
が
か

り
の
事
業
は
、
本
年
10
月
中
旬
、
河
原
町
曳
田

に
位
置
す
る
賣
沼
神
社
大
鳥
居
の
横
に
「
愛
と

祈
り
の
聖
地
」
と
銘
打
ち
、
素
晴
ら
し
い
芸
術

作
品
と
な
る
石
像
が
建
立
さ
れ
ま
す
。
愛
の
ド

ラ
マ
の
石
像
は
、
地
元
東
部
地
区
の
み
な
ら
ず

全
国
的
に
注
目
さ
れ
、
多
く
の
人
達
が
参
詣
さ

れ
て
、
魅
力
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
る
も
の

と
確
信
い
た
し
ま
す
。

　

我
が
郷
土
が
誇
る
悠
久
２
、０
０
０
年
の
歴

史
が
生
ん
だ
伝
説
の
麗
人
・
八
上
姫
と
大
国
主

命
の
ラ
ブ
ロ
マ
ン
ス
像
は
、
永
遠
に
地
域
社
会

の
幸
福
と
繁
栄
、
そ
し
て
安
寧
を
祈
り
、
人
々

の
心
の
安
ら
ぎ
と
な
る
で
し
ょ
う
。
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　本年７月の人事異動で鳥取税務署長を拝命しました唯間（ただま）

でございます。よろしくお願いいたします。

　鳥取税務署の勤務は初めてとなりますが、全国的に有名な鳥取砂丘や浦富海岸など豊かで美しい

自然に囲まれ、四季折々の食材にも恵まれた地で勤務できることを大変嬉しく思っております。

　はじめに、公益社団法人鳥取法人会の皆様には、平素から税務行政の円滑な運営につきまして格

別のご理解とご協力を賜り、厚くお礼を申し上げます。

　また、貴会におかれましては、新型コロナウイルス感染症の感染防止対策のため開催が中止となっ

たイベントもございましたが、平素より、青年部会を中心とした「キッズカフェ」、租税教室への

講師派遣、女性部会の「税に関する絵はがきコンクール」など、積極的に事業活動を展開され、着

実にその成果を挙げられておられます。このような活動や実績につきましては、鳥取法人会の皆様

が一致団結してご尽力された賜物であり、皆様の熱意あるご努力に対しまして、心より敬意と感謝

を申し上げます。

　このように活気あふれる法人会を築かれましたのは、村江会長をはじめとする役員の方々の卓越

したご指導のもとで、会員の皆様方と意思の疎通を図り成し得た賜物であり、皆様方のご尽力とご

熱意に対しまして改めて敬意を表する次第でございます。

　さて、新型コロナウイルス感染症の発現に伴い、社会全体の意識の変化が生じている中、行政手

続のデジタル化を確実に進めていくことが重要となっており、国税庁におきましても、各種事務の

デジタル化を進め、さらなる納税者利便の向上に取り組むこととしております。国税庁ホームペー

ジにおいて、動画配信を中心とするデジタル技術を駆使した情報提供体制を整えてまいりますので、

ご活用いただければと存じます。

　また、最近の税務行政を取り巻く動きといたしましては、令和５年10月１日の適格請求書等保存

方式、いわゆるインボイス制度の導入に先立ち、本年10月１日から、インボイス制度における登録

事業者となるための登録申請の受付が開始されます。会員の皆様におかれましては、ｅ－Ｔａｘに

よる早期の登録申請をいただきますよう、お願いいたします。

　最後になりましたが、鳥取法人会の益々のご発展、並びに会員の皆様方のご健勝と事業のご繁栄

を祈念いたしまして、私の着任のあいさつとさせていただきます。

着任挨拶
　　　　鳥取税務署長

唯　間　秀　隆

5



6

事業活動

　本総会は長引く新型コロナウィルス感染症の影響はあったものの感染
リスク対策を徹底し、鳥取税務署より古賀裕志署長、西原誠治副署長、
椿徳光統括官と協力保険３社ご代表様を来賓としてお招きし、通常通り
の開催となった。

◇�本人出席　58名　　委任状出席　846名
　午後２時、定刻となり花原秀明総務委員長進行のもと村江清志会長（以
下、会長という）の開会挨拶の後、古賀裕志鳥取税務署長よりご祝辞を
頂いた。つづいて吉田智事務局長（以下、事務局長）が本人出
席者数および委任状出席数が、本総会成立要件を満たしている
旨報告を行なった。
　つづいて定款に則り、会長が議長を務め、議事録署名人とし
て山﨑安造理事、諸吉稔理事２名を議場に諮り満場一致で承認
された。第１号議案、令和２年度収支決算承認について事務局
長が説明、山本孝夫監事から監査報告があり満場一致で承認さ
れた。
　第２号議案役員改選案について、理事37名、監事３名の就任
案は満場一致で承認された。
　つづいて令和２年度事業報告および令和３年度事業計画と収支予算は
理事会承認済事項として、本総会においては報告事項として事務局長が
説明を行なった。
　表彰式では会員増強功労企業１社、個人１名、福利厚生制度法人１社、
営業社員２名、租税教室講師16名、定年退任される理事２名に対し、そ
の功績を称え会長より感謝状が贈呈された。
　最後に事務局長が祝電を披露し定時総会は滞りなく終了しました。

　第二部では、鳥取法人会社団化40周年記念講演会として鳥取税務署長�
古賀裕志様に講師を依頼、『税務署の一日』と題し講演を頂いた。
　聴講者にとっては、あまり聞くことのない税務署組織、業務内容など
新鮮味のあるお話に加え、SDGsの取組についても触れられ、あっという
間の１時間でした。

第１０回 定時総会
令和３年５月28日（金） とりぎん文化会館　第1会議室

村江清志会長 開会挨拶

縫谷昌生理事へ感謝状贈呈

西川八重子理事へ感謝状贈呈

講師：鳥取税務署長 古賀裕志様 



～ 退任者に対しての感謝状 ～～ 退任者に対しての感謝状 ～
（役員定年の方々）（役員定年の方々）

～ 会員増強部門の感謝状 ～～ 会員増強部門の感謝状 ～
（会員獲得５社以上の方々）（会員獲得５社以上の方々）

～ 福利厚生制度部門の感謝状 ～～ 福利厚生制度部門の感謝状 ～

～ 「租税教室」講師に感謝状 ～～ 「租税教室」講師に感謝状 ～

西川 八重子 様
（鳥取末広座㈱）

辰己 泰彦 様
（㈱ドゥーベスト保険事務所）

辰己 泰彦 様
（㈱ドゥーベスト保険事務所）

橋本 正幸 様
（AIG損害保険㈱）

大同生命保険㈱ 様

岩見 聖子 様
（大同生命保険㈱）

縫谷 昌生 様
（㈱トリベイ）

表彰の皆様

● 個人表彰 ●● 団体表彰 ●

（順不同）

諸吉 稔 様 辰己 泰彦 様 渡邊 昌子 様 出口 敦教 様
（㈱ティエスピー）  （㈱ドゥーベスト保険事務所） （㈱Abe-Rise) （㈲プラスペリティ）

清水 昭生 様 山根 望 様 加藤 寛 様 松村 将史 様
（㈱清水） （㈱鳥取建材）  （㈱太陽） （千谷茗風園）

田島 大介 様 尾﨑 大祐 様 小谷 直大 様 林 貴之 様
（㈱タシマボーリング） （D.O） （㈲亀甲や） （はやし接骨院）

田淵 裕章 様 橋本 正幸 様 西村 寿幸 様 荒木 優子 様
（㈱田淵金物） （AIG損害保険㈱） （AIG損害保険㈱） （㈲杉内）
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職名 新任 役員名 会社名

会 長
（ 代 表 理 事 ）

村江　清志 （医）アスピオス

副会長 田村　博信 鳥取信用金庫

〃 岸田　安雄 (有)エイダン事務機

〃 霜村　將博 ㈱白兎設計事務所

〃 岸本　信一 ㈱岸本会計事務所

〃 山中　英雄 ㈱情報サービス鳥取

〃 花原　秀明 （一社）H&C

理 事 太田　栄市 ㈱トータルエナジーオオタ

〃 小谷治郎平 (有)亀甲や

〃 吾郷　速人 (有)池本会計事務所

〃 奥西　康二 ㈱奥西

〃 川口眞佐子 リバードコーポレーション㈱

〃 北村　一行 北村衣縫(有)

〃 中尾修治郎 税理士法人 中尾総合事務所

〃 諸吉　　稔 ㈱ティエスピー

〃 山﨑　安造 ㈲山﨑会計事務所

〃 渡邊　昌子 ㈱Abe-Rise

〃 竹内　茂喜 ㈱エヌケーシー

〃 出口　敦教 ㈲プラスペリティ

〃 福田　裕一 ㈲福田会計事務所

職名 新任 役員名 会社名

理 事 吉谷　典雄 ㈱吉谷機械製作所

〃 田淵　吉男 ㈱タブチ

〃 奥平　正之 ㈱日本海テレビサービス

〃 西垣　　豪 東洋交通施設㈱

〃 辰己　泰彦 ㈱ドゥーベスト保険事務所

〃 西村　鈴子 山陰東陽化成(有)

〃 加藤　陽子 ㈱フレックス

〃 梨原　　奨 ㈱よみうり企画

〃 西田　正人 中央建設㈱

〃 谷川　　寛 山口電業㈱

〃 新 前根　伸彦 ㈱鳥取銀行

〃 新 浜崎　幸子 ㈱山陰合同銀行

〃 新 影井　克博 鳥取いなば農業(協)

〃 新 盛田　眞理 ㈱モリックスジャパン

〃 新 久本　雅義 久本木材㈱

〃 新 山﨑　弘嗣 ㈱愛進堂

〃 新 木村　憲司 ㈱光商会

監 事 山本　 孝夫 ㈲山本孝夫会計事務所

〃 米田由起枝 ㈲アカウンティングセンター

〃 大久保計良 西日本税理士法人

公益社団法人　鳥取法人会　役員名簿
(任期 ： 令和3年5月28日～令和5年定期総会迄)
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委員会組織表
（任期：令和３年度～令和４年度定期総会迄）

会�長　村江�清志
（医）アスピオス

正�副�会�長�会

委員会名 総務委員会 組織委員会 厚生委員会 税制委員会 広報委員会 研修委員会

副 会 長 山中　英雄 田村　博信 花原　秀明 岸田　安雄 霜村　將博 岸本　信一
㈱情報サービス鳥取 鳥取信用金庫 （一社）H&C ㈲エイダン事務機 ㈱白兎設計事務所 ㈱岸本会計事務所

委 員 長 山中　英雄 辰己　泰彦 諸吉　稔 山﨑　安造 奥平　正之 太田　栄市
㈱情報サービス鳥取 ㈱ドゥーベスト保険事務所 ㈱ティエスピー ㈲山﨑会計事務所 ㈱日本海テレビサービス ㈱トータルエナジーオオタ

副委員長 山崎　弘嗣 出口　敦教 梨原　奨 奥西　康二 中井　史生 渡邊　昌子
㈱愛進堂 ㈲プラスペリティ ㈱よみうり企画 ㈱奥西 ㈲アドセンターパル ㈱Abe-Rise

委 員 山﨑　安造 田中　静雄 小谷　治郎平 福田　裕一 辰己　泰彦 吉谷　典雄
㈲山﨑会計事務所 ㈱田中造園土木 ㈲亀甲や ㈲福田会計事務所 ㈱ドゥーベスト保険事務所 ㈱吉谷機械製作所
太田　栄市 濱田　泰彦 西垣　豪 谷川　寛 出口　敦教 濱田　泰彦

㈱トータルエナジーオオタ 田澤産業㈱ 東洋交通施設㈱ 山口電業㈱ ㈲プラスペリティ 田澤産業㈱
奥平　正之 濵中　安男 木村　憲司 森井　良二 小西　和明 盛田　眞理

㈱日本海テレビサービス ㈱田中建設 ㈱光商会 三洋製紙㈱ 中央印刷㈱ ㈱モリックスジャパン
竹内　茂喜 四井　勉 吾郷　速人 橋本　正幸 久本　雅義
㈱エヌケーシー ㈱光和電工 ㈲池本会計事務所 ＡＩＧ損害保険㈱ 久本木材㈱
中尾　修治郎 梨原　奨 大久保　計良
税理士法人�中尾総合事務所 ㈱よみうり企画 西日本税理士法人
諸吉　稔 小谷　泰志

㈱ティエスピー ㈲小谷工芸
辰己　泰彦 田淵　吉男
㈱ドゥーベスト保険事務所 ㈱タブチ

西川　憲雄
㈲中前製材
山本　順

㈱ジェイ�スカイム
池原　隆秋
㈲池原工業
八百谷　昭宏
八百谷商事(有)
西田　正人
中央建設㈱

青年部会 清水　昭生 諸寄　英久 林　貴之 佐々木稔郎 松村��将史 加藤　寛
㈱清水 ㈱真心堂 はやし接骨院 ㈲宝月堂 千谷茗風園 ㈱太陽

山田　光成 田淵　裕章 坪内　祐矢
㈱相互物産 ㈱田淵金物 ㈱グライナー

女性部会 川口眞佐子 加藤　陽子 岸本　眞弓
リバードコーポレーション㈱ ㈱フレックス ㈲因幡牛群管理サービス

西村　鈴子 出口　直恵
山陰東陽化成㈲ ㈲プラスペリティ

保険３社 根本　隆介
大同生命保険㈱

根本　隆介
大同生命保険㈱

喜多　俊行
ＡＩＧ損害保険㈱

喜多　俊行
ＡＩＧ損害保険㈱

秦　雅治
アフラック

秦　雅治
アフラック
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科　　　　　目 当年度 前年度 増減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部

（１）経常収益
　基本財産運用益 500 500 0
　特定資産運用益 57 49 8
　受取会費 9,913,200 9,673,700 239,500
　事業収益 466,500 2,403,210 △ 1,936,710
　受取補助金 9,172,700 9,057,300 115,400
　受取負担金 655,000 673,000 △ 18,000
　雑収益 156,515 682,108 △ 525,593
　経常収益計（A） 20,364,472 22,489,867 △ 2,125,395

（２）経常費用
　事業費 14,135,958 19,152,843 △ 5,016,885
　管理費 2,571,563 2,585,936 △ 14,373
　経常費用計（B） 16,707,521 21,738,779 △ 5,031,258
　当期経常増減額（A－B） 3,656,951 751,088 2,905,863
経常外費用 0 0 0
当期一般正味財産増減額 3,656,951 751,088 2,905,863
一般正味財産期首残高 15,055,614 14,304,526 751,088
一般正味財産期末残高 18,712,565 15,055,614 3,656,951

科　　　　　目 当年度 前年度 増減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部

（１）経常収益
　基本財産運用益 1,250 500 750
　特定資産運用益 40 40 0
　受取会費 9,760,000 9,760,000 0
　事業収益 2,355,000 2,545,000 △ 190,000
　受取補助金 8,518,000 8,966,700 △ 448,700
　受取負担金 643,000 685,000 △ 42,000
　雑収益 400,070 400,100 △ 30
　経常収益計（A） 21,677,360 22,357,340 △ 679,980

（２）経常費用
　事業費 22,793,006 21,641,658 1,151,348
　管理費 2,769,614 2,718,962 50,652
　経常費用計（B） 25,562,620 24,360,620 1,202,000
　当期経常増減額（A－B） △ 3,885,260 △ 2,003,280 △ 1,881,980
当期一般正味財産増減額 △ 3,885,260 △ 2,003,280 △ 1,881,980
一般正味財産期首残高 18,712,565 15,055,614 3,656,951
一般正味財産期末残高 14,827,305 13,052,334 1,774,971

令和２年度 　正味財産増減計算書（損益計算ベース）
（令和２年４月１日～令和３年３月31日）

（単位：円）

令和３年度　収支予算書 （損益計算ベース）
（令和３年４月１日～令和４年３月31日）

（単位：円）
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令和３年度　事業計画
（令和３年４月１日から令和４年３月31日）

Ⅰ.　事業計画の基本方針
　�　平成24年４月１日、公益社団法人へ移行以来、以前の社団法人に比べ主務官庁による行政監査
の定期的な実施など公益性、コンプライアンス・ガバナンスの徹底に向けた体制強化に加え、諸
規程の整備が求められています。
　�　本来の設立趣旨である、よき経営者をめざすものの団体として、会員企業、社員様を支援する
ことはもとより、公益法人として非会員、一般市民への税広報・法人会活動広報に加え社会貢献
活動にも積極的に取組んで行きます。
　�　なお、新型コロナウイルス感染症の収束が不透明な中、コロナ禍における運営に充分留意する
とともに、デジタル社会に対応できる法人会を目指し、WEB環境の整備や活用に努める。

　1�．税知識の普及、納税意識の高揚に努め、税制・税務に関する提言を行い、適正かつ公平な申
告納税制度の維持・発展と税務行政との協調・協力による円滑な執行に寄与する。

　2．税ならびに会社経営に関する研修会及び従業員向け研修実施により会社の質を高める。
　3��．会員の積極的な自己研鑽姿勢を支援し健全な企業経営を進め、企業の繁栄を図る。
　�　また、地域の一員として法人会のスケールメリットを活用した地域に密着した活動を進め、
社会の健全な発展に貢献する。

Ⅱ.　主な事業計画
　１．公益目的事業の推進
　　���（１）税務研修相談事業
　　　　　　◇　年５回の決算期別法人税務説明会開催
　　　　　　◇　年２回の新設法人税務説明会開催
　　　　　　◇　年２回の会報発行・ＨＰ等による税全般および活動の広報
　　　　　　◇　税制関連冊子配布・その他税務・経営支援関連研修会の開催
　　　　　　◇　電子申告（ｅ－Ｔａｘ）・電子納税（ダイレクト納付）の利用促進支援
　　���（２)�租税教育事業
　　　　　　◇　小・中学校対象の租税教室への講師派遣（青年部会・親会）
　　　　　　◇　第14回「キッズカフェ」の決算状況を題材とした租税教育（青年部会）
　　　　　　◇　第12回「税に関する絵はがきコンクール」実施・カレンダー作成（女性部会）
　　　（３）税制提言事業
　　　　　　◇　税制委員会による税制改正要望の取りまとめ
　　　　　　◇　税制行政の円滑化を図るための要望等を関係官庁に提言
　　　　　　◇　全国大会・税制改正要望大会への参加～岩手大会（盛岡市）
　　　（４）広報事業
　　　　　　◇　ＨＰの充実　～　情報開示・講演会・研修会他イベント紹介による広報促進
　　　　　　◇　�会報「法人とっとり」年２回発行・県連会報「県連通信」年１回・全法連情報誌「ほ

うじん」年４回配布
　　　　　　◇　「税を考える週間」（11／ 11～ 11／ 17）の事業実施
　　　　　　◇　イベント参加による税金クイズ・税広報の実施
　　　（５）社会貢献事業
　　　　　　◇　第14回「キッズカフェ」開催による次世代の育成（青年部会）
　　　　　　◇　献血ボランティアの実施（女性部会）
　　　　　　◇　支部活動における「花の苗」寄贈、グラウンドゴルフ大会共催
　　　　　　◇　古タオルの回収・寄贈（女性部会）
　　　　　　◇　県連受託事業（とっとり出会いサポート事業）への支援・協力
　　　（６）経営支援事業
　　　　　　◇　講演会・セミナーの実施および参考冊子の無料配布
　　　　　　　　（親会：２回　女性部会：３回　青年部会：３回　支部：６回）
　　　　　　◇　新入社員研修会�４月開催（鳥取商工会議所・鳥取県経営者協会との共催）
　　　　　　◇　入社３年以内社員対象実践マナー研修　　春秋開催
　　　　　　◇　社員対象インターバル研修の実施(新規)
　　　　　　◇　全会員対象のオンデマンドセミナー環境整備(新規)



◆決算期別法人税務説明会・新設法人説明会開催
� 講師　�鳥取税務署　元上�和彦�氏
□第１回��6/22　4・5・6月決算��53社�（非会員19社）
　第２回��9/14　7・8・9月決算��64社�（非会員20社）
　　会社の決算申告の実務・税制改正ポイント・
　　消費税・印紙税・インボイス制度
□新設法人説明会　6/23　　����５社
　会社の決算申告の実務・税制改正ポイント・消費税・
　源泉所得税・自主点検チェック活用
■年末調整説明会 開催予定　11/19（金）　14：00 ～ 16：00　とりぎん文化会館　梨花ホール
� ＜鳥取法人会HP掲載中＞　　　　　　
◆インターネットセミナー導入
　　　※６００タイトル以上のセミナーが�無料�で受講可能！！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≪令和３年８月１日～視聴可能≫

≪研修事業≫

鳥取法人会HP　　インターネットセミナー
≪カリキュラムメニュー≫

◆�研修・人材育成　◆�労務　◆健康　
◆�一般経営　◆�税務・経理　◆�政治・経済

会員ID：　hj�2801　パスワード：�1604

鳥取法人会専用ログインページ画面

右上　ログイン

セミナー選択

※�ご記載の個人情報は当選者への商品
発送手続以外には使用致しません。

社内研修・スキルアップにご活用ください。

第８回　県連統一　税金クイズ！！

WEB応募はこちらから

【視聴手順】

皆様からのご応募
　　お待ちしています。
鳥取法人会HPにも
掲載中！！

当選者150名様　　<�応募〆切　令和３年11月30日�>
（当選者発表は商品発送をもって代えさせていただきます。）

大山のお米とご当地レトルトセットを150名様にプレゼント！ 

［個人情報の取り扱い］ ご応募いただきました皆様方の個人情報は当会にて厳重に管理し、商品の発送以外の目的では使用いたしません。

日本銀行
税金の使い道を決めるのは、国民・住民の代表である議員さんです。

A 議会B 税務署C
Q11 税金の使い道はどこで決めるの？

下記の「税金クイズ」に答えよう

５種類A 50種類B 500種類C

Q22 日本の税金は全部でだいたい何種類？

森林守ろうゼイ

（住所）〒

（氏名） （連絡先／電話番号）

（　　　　  　）　　        　ー

A 森林大事だぜい

■必要事項をご記入ください

B 森林環境保全税C

Q33 鳥取県では、県民共通の財産である森林を県民全体で守り育てて
いく取組の一環として、平成17年4月から導入しました。何税？

答
え
を
○
で

囲
ん
で
ね
!!

税金クイズ税金クイズ
クイズの答えと必要事項を記入してお住まいの
エリアの法人会までFAXでお送りください。

▶応 募 締 切／令和3年11月30日(火)
▶当選者発表／右記のＱＲコードをスマートフォンで読み

込んで応募フォームより応募ください。

鳥取県
法人会
連合会

東部エリア▶　 鳥取法人会　FAX.(0857)20-0555
中部エリア▶　 倉吉法人会　FAX.(0858)47-6171
西部エリア▶　 米子法人会　FAX.(0859)32-6615

厳正な抽選を行い、正解者の中から当選者を決定。当選発表は
行わず12月中旬に商品の発送をもってかえさせていただきます。

第8回

ヒント

５種類そんな少なくないよね。５００種類あるわけないよね。ヒント

残念・・・ノーヒントです。ヒント

※ＱＲコードは(株)デンソーウェーブの登録商標です

応募フォームより応募

応募方法 下記いずれかの方法で応募ください。

ＦＡＸで応募

※ご応募は勝手ながらお一人様一枚限りとさせていただきます。 ※ご記入いただいた内容に不備がある場合は、無効となります。

鳥取県法人会連合会では、税のさらなる理解を深めて
いただくため、「大山のお米とご当地レトルトセット」が
当たる税金クイズを実施しております。この機会にぜ
ひご参加ください。

鳥取県法人会連合会では、税のさらなる理解を深めて
いただくため、「大山のお米とご当地レトルトセット」が
当たる税金クイズを実施しております。この機会にぜ
ひご参加ください。
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現
金
監
査

～
実
践
税
務
調
査
～

　

税
務
調
査
の
方
法
に
は
い
ろ
い
ろ
な
切

り
口
が
あ
り
ま
す
が
、
昔
か
ら
「
人
」、

「
物
」、「
金
」
の
い
ず
れ
か
を
端
緒
と
し

て
深
度
あ
る
調
査
を
行
え
ば
、
自
ず
と
結

果
が
出
る
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回

の
「
現
金
監
査
」
は
ま
さ
に
「
金
」
の
領

域
で
す
。

　

現
金
商
売
の
会
社
の
調
査
で
は
、
事
業

の
実
体
を
把
握
す
る
た
め
に
無
予
告
に
よ

る
現
況
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
時
、
必
ず
と
言
っ
て
良

い
ほ
ど
「
現
金
監
査
」
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
調
査
日
当
日
の
現
金
残
高

と
金
銭
出
納
帳
の
帳
簿
残
高
と
の
照
合
を

行
い
、『
調
査
前
日
の
金
銭
出
納
帳
の
帳

簿
残
高
』
―
『
調
査
日
当
日
の
現
金
で
支

払
わ
れ
た
仕
入
や
経
費
等
分
』
＋
『
調
査

日
当
日
の
現
金
売
上
高
』
の
検
算
を
行
い

ま
す
。
調
査
日
当
日
の
現
金
残
高
と
一
致

し
ま
す
よ
ね
。
一
致
し
な
い
？　

そ
れ
は

お
か
し
い
で
す
ね
！

　

調
査
官
は
、
現
金
残
高
が
少
な
か
っ
た

ら
売
上
を
抜
い
た
後
だ
と
思
う
し
、
逆
に

現
金
残
高
が
多
か
っ
た
ら
売
上
げ
を
抜
く

前
の
状
態
と
想
定
す
る
で
し
ょ
う
。
い
ず

れ
に
し
て
も
差
額
の
説
明
を
し
っ
か
り
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

よ
く
苦
し
ま
ぎ
れ
に
「
代
表
者
へ
の
時

貸
し
の
お
金
を
返
し
て
も
ら
っ
た
の
で
現

金
が
多
い
」
と
か
、
逆
に
「
時
貸
し
を
し

た
の
を
忘
れ
て
い
た
の
で
現
金
が
少
な

い
」
と
開
き
直
る
人
が
お
り
ま
す
が
、
ま

さ
に
墓
穴
を
掘
っ
て
い
る
説
明
と
な
っ
て

い
ま
す
よ
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

会
社
と
代
表
者
間
の
金
銭
の
や
り
取
り
が

恒
常
的
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
代
表
者
個
人
の
預
金
通
帳
や
カ
バ

ン
の
中
身
ま
で
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
。

　

現
金
の
残
高
が
一
致
し
な
い
場
合
に

は
、
そ
の
日
の
売
上
げ
は
夜
間
金
庫
に
預

け
る
の
か
、
あ
る
い
は
店
の
責
任
者
が

い
っ
た
ん
閉
店
後
に
持
ち
帰
り
翌
日
整
理

を
す
る
の
か
、
代
表
者
宅
に
当
日
届
け
さ

せ
る
の
か
等
、
現
金
の
管
理
を
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
か
の
説
明
を
求
め
ら
れ
ま

す
。
も
し
、
代
表
者
宅
で
あ
る
な
ら
ば
、

す
ぐ
に
同
行
を
お
願
い
し
、
現
物
確
認
の

調
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
金

に
ル
ー
ズ
な
会
社
は
疑
わ
れ
て
も
仕
方
あ

り
ま
せ
ん
ね
。

　

飲
食
店
や
小
売
店
の
経
営
者
は
、
従
業

員
の
不
正
行
為
の
防
止
も
兼
ね
て
、
レ
ジ

等
現
金
を
扱
う
担
当
者
を
時
間
で
シ
フ
ト

す
る
な
ど
内
部
牽
制
に
は
気
を
配
っ
て
い

る
は
ず
で
、
親
族
に
最
終
的
な
現
金
管
理

を
任
せ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
で
し
ょ

う
。
国
税
当
局
で
は
、
調
査
対
象
法
人
の

株
主
構
成
や
代
表
者
の
親
族
関
係
者
等
を

事
前
に
把
握
し
て
い
ま
す
の
で
、
現
金

監
査
で
現
金
が
合
わ
な
い
と
な
る
と
確
信

犯
と
見
る
で
し
ょ
う
ね
。
日
頃
の
現
金
の

管
理
状
況
、
例
え
ば
集
金
が
あ
る
場
合
に

は
、
ど
の
帳
簿
書
類
等
に
基
づ
い
て
い
る

の
か
、
集
ま
っ
た
現
金
は
誰
が
チ
ェ
ッ
ク

し
て
最
終
的
に
誰
に
渡
し
て
い
る
の
か
等

に
つ
い
て
、
担
当
者
は
根
掘
り
葉
掘
り
聞

か
れ
ま
す
よ
。
調
査
官
は
意
味
も
無
く
聞

い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
説
明
に
出
て
く

る
帳
簿
書
類
や
手
控
え
等
を
確
認
し
、
そ

の
全
貌
を
把
握
す
る
た
め
の
端
緒
を
探
し

て
い
る
の
で
す
。

　
「
最
近
の
も
の
し
か
残
っ
て
い
ま
せ

ん
」、「
古
い
も
の
は
捨
て
ま
し
た
」
と
答

え
る
経
営
者
も
い
ま
す
が
、
相
手
先
に
反

面
調
査
を
す
れ
ば
分
か
る
話
で
す
。
ど
ん

な
に
面
倒
で
も
、
結
果
が
大
変
な
こ
と
に

な
る
の
が
目
に
見
え
て
い
る
の
で
す
か

ら
、
日
頃
か
ら
帳
簿
残
高
と
現
金
の
確
認

は
必
ず
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

税
理
士
　
　

牧
野
義
博

寄　稿

【
筆
者
紹
介
】
牧
野
義
博
（
ま
き
の
・
よ
し
ひ
ろ
）

　

東
京
国
税
局
調
査
部
に
お
い
て
特
別
国
税
調
査

官
、
統
括
国
税
調
査
官
、
調
査
開
発
課
長
等
を
経

て
八
王
子
税
務
署
長
を
最
後
に
退
官
。
東
京
都
新

宿
区
で
税
理
士
登
録
。
著
書
に
は
「
ザ
・
税
務
調

査
１
～
３
」「
税
務
ト
ラ
ブ
ル
と
債
務
の
確
定
」（
大

蔵
財
務
協
会
）
ほ
か
専
門
誌
等
に
執
筆
。
Ｈ
Ｐ
は

「
牧
野
義
博
税
理
士
事
務
所
」
で
検
索
。
全
国
各

地
で
講
演
会
も
行
っ
て
い
る
。

Pr
of

ile
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税務署からのお知らせ
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広島国税局
インボイス登録センター

〒730-8521	
広島市中区上八丁堀6番30号　
広島合同庁舎１号館

鳥取県	島根県	岡山県	
広島県	山口県



清水昭生 部会長 挨拶

左：橋本 正幸氏(AIG損保㈱)
右：田島 大介氏(㈱タシマボーリング)

講師：㈱Trees代表取締役　山根 大樹氏

　第二部講演会では、青年部会会員の㈱Trees代表取締役
山根大樹氏による『鳥取⇔韓国⇔台湾�良縁から繋がるビジ
ネスチャンス』と題し講演が行われた。
　海外へのカフェ店舗進出の動機、進出時の苦労話、失敗
談を交えた内容に加え今後のビジネス展開計画など聴講し
ていた部会員は同世代経営者として山根氏の決断力、実行
力に感銘を受けた様子でした。
☆�質疑応答内容はオフレコで・・・。

第39回　青年部会　総会第39回　青年部会　総会

≪国の財政健全化のための健康経営プロジェクト≫　～日本の未来を担う子供たちのために～
　　取組推進・・・健康経営宣言・ジェネリック医薬品の利用促進　⇔　自社の価値向上
　　※全法連�ＨＰ掲載　　　　　　　　　　　（公財）全国法人会総連合青年部会連絡協議会

卒業生２人に記念品贈呈
各種事業への積極参加ありが
とうございました。ますます
のご活躍を祈念いたします。

　令和３年６月２日（水）青年部会（70名）総会を協力保
険会社の御代表様をお招きし、鳥取商工会議所大会議室に
て開催しました。開会挨拶で清水昭生部会長が、長引くコ
ロナ禍での活動制限・学校指導要領の変更に伴う影響を受
けつつも、青年部会根幹事業である租税教室講師派遣・キッ
ズカフェを計画どおり実施できたことについて、学校側の
ご理解・ご協力そして青年部会員の積極参加に対し感謝の
言葉を述べられた。
　つづいて２年度・３年度の卒業生計７名、新入会員12名
の報告を行った。
　令和３年度の取組として健康経営プロジェクトの推進・
会員増強による一層の組織強化の必要性を盛り込み挨拶さ
れた。
　議案では加藤�寛�副部会長が令和２年度事業報告、収支
決算、令和３年度事業計画について報告を行った。
　役員改選では、清水部会長の再任をはじめ役員人事案が
承認された。最後に大同生命根本隆介鳥取営業所長より来
賓挨拶を頂いた後、祝電披露し閉会となった。
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青年部会の広場

【青年部会の　主な活動】
　　◇ キッズカフェ　◇ 小学校６年生、中学生対象租税教室講師派遣
　　◇ 視察研修　　　◇ 研修会　◇ 講演会　　◇ Xmas家族会・BBQ ・お花見

～若手経営者の皆さんへ～

　　一緒に勉強・交流・社会貢献活動・家族サービス？しませんか。

　　ご入会お待ちしています。� 青年部会長　　　清水　昭生

� 会員増強委員長　諸寄　英久

令和3 ～ 4年度　新役員決定

部会長 清水�昭生 ㈱清水

直前部会長 出口�敦教 ㈲プラスペリティ

顧　問 佐々木�稔郎 ㈲宝月堂

顧　問 中井�史生 ㈲アドセンターパル

副部会長 加藤　寛 ㈱太陽

副部会長 林　貴之 はやし接骨院

副部会長 田淵�裕章 ㈱田淵金物

総務委員長 山田�光成 ㈱相互物産

会員増強委員長 諸寄�英久 ㈱真心堂

交流委員長 礒江�和也 ㈱アイガード

広報委員長 前嶋�弘恵 （同）ル・リアン

研修委員長 坪内�祐矢 ㈱グライナー

社会貢献委員長 木下�陽平 ペペネーロ　イタリア館

～上半期 租税教室講師～

出口�敦教�氏　　�小谷�直大�氏
加藤　�寛�氏　　�中井�史生�氏
諸吉　�稔�氏　　�西村�寿幸�氏
辰己�泰彦�氏　　�田淵�裕章�氏
尾﨑�大祐�氏　　�田島�大介�氏
林　�貴之�氏　　�荒木�優子�氏
渡邊�昌子�氏　　�松村�将史�氏
橋本�正幸�氏　　�山根　�望�氏

事業活動ご協力
ありがとう
ございました。
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第第2323回女性部会総会開催回女性部会総会開催 令和３年

6月3日
（木）

令和3年度　新役員名簿
（任期：令和3年6月3日～令和5年度総会迄）
部会役職 氏　名 会　社　名
部 会 長 川口眞佐子 リバードコーポレーション㈱
副部会長 加藤　陽子 ㈱フレックス
〃 西村　鈴子 山陰東陽化成㈲
〃 森田麻知子 ㈲東葉緑化園

理　　事 西川八重子 鳥取末広座㈱
〃 岸本　眞弓 ㈲因幡牛群管理サービス
〃 出口　直恵 ㈲プラスペリティ
〃 木山　千秋 ㈲海裕漁業
〃 常田　明美 ㈲常田薬局
〃 大塩奈成江 ハリカ鳥取店㈲
〃 四井　敏子 ㈱光和電工
〃 山田　好江 大森タクシー㈱

〃（新） 吉岡きよ乃 ㈱グッドヒル
〃（新） 渡邊　昌子 ㈱Abe-Rise

18

女性部会のページ

　第23回女性部会総会が鳥取商工会議所で
開催されました。
　昨年はコロナ感染症防止のため、開催中
止、書面での報告になりましたが、今年は
役員改選もあることから、感染防止対策を
講じ、なんとか開催することが出来ました。
懇親会もなく来賓も呼ばず会員だけの静か
な総会となりましたが、みなさん久しぶり
の顔合わせで早く今まで通りの活動がした
いねと言っておられました。
　その中で令和２年度事事業報告、活動費
内訳、令和３年度事業計画等が報告されま
した。
　また、役員改選では新任理事として吉岡
きよ乃氏と渡邊昌子氏が選任されました。
　第二部の講演会では鳥取市国府町宮ノ下
にある宇倍神社の金田祐季宮司をお招きし
て「宇倍神社と疫病」と題して講演をして
いただきました。早くコロナが収まるよう
に願った１時間でした。

川口眞佐子部会長の挨拶川口眞佐子部会長の挨拶

講師の金田祐季宮司講師の金田祐季宮司

会場風景会場風景



研修会「食品ロスの現状と削減と取組」

19

　７月16日（金）７月定例会を開催しました。近年問題となって
いる「食品ロス」について鳥取県生活環境部循環型社会推進課の
尾川成彰様を講師に招き、「食品ロスの現状と削減の取組」～ご
みゼロ社会を目指して～と題してお話をしていただきました。
　鳥取県のごみ（一般廃棄物）のうち可燃ごみが７割をしめて
いて、そのうち生ごみは36.2%、そしてその約３割が食べられる
のに捨てられている“食品ロス”です。（可燃ごみの11%にあたる）
　食品ロスには手つかずの食品もあれば、作り
すぎた結果の食べ残し、調理段階で過剰に取り
除かれた食材もあります。とてももったいない話
です。また食品ロスが引き起こす問題として環
境問題があります。食料生産過程において多量
のエネルギーを消費したり、水分の多い食品は
廃棄の際に運搬や焼却で余分な二酸化炭素を排
出します。もちろんその為の費用もかかります。
　これらは、国民が現状を理解し、意識を変え
行動していけば着実に減らしていくことが出来るものです。私たちに出来る身近なことから始めて
いかなければと強く思いました。
　（公財）全国法人会総連合女性部会連絡協議会内においても、食品ロスについては問題視されて
おり、現在女性部会活動の一つとして、取組に向け協議を進めている段階です。

　女性部会の社会貢献活動の一環として平成24年より
古タオル（新品でもOK）を募集し、会員の福祉老健
施設等へ寄贈する取組みを行っています。施設では、
食事や排せつの掃除の際に役立っていると大変喜ばれ
ています。しかし、女性部会だけの募集活動では量的
にも限界があることから法人会会員企業、社員の皆様
にも協力をお願いできればと存じます。
　法人会事務局にご連絡頂ければ受取に出向きます
し、ご持参いただいても結構です。どうぞ宜しくお願
い致します！！
～他地域での水害時にも必要物品として重宝されています。～

【これまでの寄贈先】
平成25年３月19日　（社福）あすなろ会様　274枚
平成27年３月11日　（医）アスピオス様　260枚
平成30年３月６日 　友和苑様　　　206枚
令和２年３月12日 　（同）ライフケアーズ様　500枚

古タオルを集めています！！

 

 
 

 

 

今年度目標  ２００ 枚 

 
 

 

 

 

女性部会では、社会貢献事業としてご家庭・会社で不要となった古布・古タオルを 

集めて法人会会員の老健施設等へ寄贈する活動をおこなっています。 

より多くの皆様のお役に立てるよう、皆様のご協力をお願いいたします。 

ご連絡いただきましたら、お伺いいたします。！！ 

 

公益社団法人鳥取法人会 女性部会役員一同 TEL 0857-27-1604    

会会員員のの皆皆ささままへへ  

諸諸会会議議出出席席のの折折にに  

是是非非おお持持込込くくだだささいい。。  

ご自宅・会社にある 

古タオル 
 を集めています！！ 

７月定例会開催

講師の尾川成彰様講師の尾川成彰様

研修会の様子研修会の様子
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法人会福利厚生制度50周年に寄せて法人会福利厚生制度50周年に寄せて

　まずは新型コロナ感染症に罹患された皆さま、事業や日常生活に影響を受けられた皆さ
まに心からお見舞い申し上げますとともに、長きにわたる医療従事者の皆さまのご尽力に
深く感謝を申し上げます。
　このたびは、法人会の福利厚生制度が50周年を迎えられましたこと、心よりお祝い申し
上げます。
　AIG損害保険株式会社（以下、AIG損保）は1971年に大同生命さまと「経営者大型総合
保障制度」を共同で受託させていただいてから50年（当時　AIU保険会社）、半世紀もの
間会員企業の皆さまにご支援ご愛顧いただき、厚く御礼申し上げます。

　さて、この50年間で経済情勢や消費者ニーズの変化、技術革新やIT化、自然災害の激甚化や今般のような
新型感染症の流行など、事業を取り巻く環境は大きく変化しました。そのような中AIG損保では、「経営者大
型総合保障制度」の他に、1984年より損害保険のラインナップ「ビジネスガード（旧経営保全プラン）」を発
売いたしました。AIG損保は福利厚生制度を受託する唯一の損害保険会社として「経営を取り巻くさまざまな
リスクから会員企業をお守りする」役割を担っているという自負を持って、時代の変遷に合わせた制度商品を
推進してまいりました。おかげさまで今では全国で12万社（鳥取県では800社）を超える会員企業にご加入い
ただく制度に成長させていただきました。

　＜ビジネスガード（損害保険）ラインナップ＞

　弊社もこの50年の間に、日本法人化や経営統合などを経て2018年よりAIG損保として新しいスタートを切り
ました。何より現在のAIG損保があるのは、福利厚生制度の普及推進に携わっておられる法人会の皆さまのご
尽力、ご協力と、会員企業の皆さまに支えていただき地域の経営者として共に成長させていただいた代理店、
推進員の努力あってこそと承知しております。法人会に関わる全ての皆さまに心より感謝申し上げますととも
に、次の50年に向けて法人会の皆さまが踏み出した新しい一歩を、これからも共に歩ませていだけるよう、今
後とも時代とともに進化し続ける所存です。変わらぬご支援ご協力をどうぞよろしくお願い申し上げます。
　末筆になりましたが、会員企業皆様の益々のご発展と、経営者様、従業員様、ご家族のご健勝を祈念申し上
げます。

AIG損害保険株式会社
鳥取支店

支店長　喜多　俊行

福利厚生制度コーナー



寄　稿

激
甚
化
す
る
自
然
災
害
か
ら

従
業
員
を
守
れ

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
が
経
っ
た

が
、
貴
社
の
防
災
対
策
は
進
展
し
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
が
長
期
化
す
る
中
で
、
地
震
、

台
風
、
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
に
見
舞
わ

れ
る
「
複
合
災
害
」
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ

て
い
る
。
本
社
工
場
な
ど
拠
点
が
限
ら
れ

る
中
小
企
業
で
は
、
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）
の
策
定
な
ど
事
前
の
備
え
が
存
続

を
左
右
す
る
。
従
業
員
の
安
全
を
守
る
と

こ
ろ
か
ら
対
策
に
着
手
し
た
い
。

　

間
も
な
く
本
格
的
な
台
風
シ
ー
ズ
ン
に

突
入
す
る
。
２
０
１
９
年
10
月
に
発
生
し

た
令
和
元
年
東
日
本
台
風
（
台
風
19
号
）

は
、
静
岡
県
や
新
潟
県
、
関
東
甲
信
・
東

北
地
方
な
ど
広
域
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
。
24
時
間
の
降
水
量
は
１
０
３
地

点
で
観
測
史
上
最
高
と
な
る
な
ど
記
録
的

な
大
雨
と
な
っ
た
。

　

中
央
防
災
会
議
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

の
報
告
に
よ
る
と
、
台
風
19
号
に
よ
り
屋

外
で
亡
く
な
っ
た
50
人
の
う
ち「
仕
事
中
」

「
通
勤
・
帰
宅
中
」
の
被
災
が
３
割
弱
含

ま
れ
る
。
企
業
は
率
先
し
て
従
業
員
の
安

全
確
保
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

内
閣
府
は
今
年
４
月
、
企
業
の
事
業
継

続
能
力
向
上
の
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方

を
ま
と
め
た「
事
業
継
続
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
改
定
し
た
。
気
候
変
動
に
伴
う
風
水
害

の
激
甚
・
頻
発
化
と
い
う
近
年
の
災
害
特

性
を
踏
ま
え
、
従
業
員
の
安
全
確
保
に
よ

り
注
力
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
台
風
や
豪
雨
で
公
共
交

通
機
関
が
計
画
運
休
と
な
る
な
ど
出
勤
や

退
勤
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

場
合
は
、
計
画
休
業
や
テ
レ
ワ
ー
ク
の
実

施
、
特
別
休
暇
の
取
得
な
ど
に
よ
り
、
危

機
が
去
る
ま
で
従
業
員
を
待
機
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
と
し
て
い
る
。

　

天
候
が
悪
化
す
る
中
で
従
業
員
を
帰
宅

さ
せ
る
場
合
は
、
特
段
の
注
意
を
払
う
必

要
が
あ
る
。
50
人
の
半
数
以
上
は
車
で
移

動
中
に
亡
く
な
り
、
そ
の
８
割
強
は
水
害

に
よ
る
も
の
だ
。
立
体
交
差
の
ア
ン
ダ
ー

パ
ス
が
冠
水
し
、
車
ご
と
深
み
に
は
ま
る

痛
ま
し
い
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　

設
備
管
理
な
ど
で
出
社
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
従
業
員
は
、
工
場
が
高
台
な
ど
に

あ
り
安
全
を
確
保
で
き
る
な
ら
、
職
場
に

留
ま
る
こ
と
も
有
効
な
選
択
肢
に
な
る
。

台
風
な
ど
の
進
行
型
災
害
で
は
準
備
の
時

間
が
あ
る
。
自
社
へ
の
影
響
が
最
大
化
す

る
と
み
ら
れ
る
時
刻
か
ら
逆
算
し
、
早
め

に
避
難
体
制
を
整
え
て
お
く
。
こ
う
し
た

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
防
災
の
視
点
に
立
ち
、
従

業
員
の
生
命
を
守
る
こ
と
か
ら
自
然
災
害

に
強
い
組
織
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

　

産
業
廃
棄
物
処
理
業
の
鈴
木
工
業
（
仙

台
市
若
林
区
）
は
、
東
日
本
大
震
災
で
５

メ
ー
ト
ル
を
超
す
津
波
に
よ
り
処
理
施
設

の
機
能
を
喪
失
し
た
が
、
平
時
か
ら
積
み

重
ね
て
き
た
訓
練
が
生
き
た
。
従
業
員
が

す
ぐ
に
大
型
発
電
機
を
手
配
し
ピ
ン
チ
を

し
の
げ
た
。
焼
却
炉
を
稼
働
さ
せ
る
に
は

撹
拌
や
送
風
に
電
力
が
要
る
。
イ
ン
フ
ラ

の
復
旧
は
当
面
難
し
い
と
読
ん
だ
。

　

各
調
査
機
関
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
中
小
企
業
の

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
率
は
漸
増
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
全
体
の
２
割
に
満
た
な
い
。
鈴
木
工

業
の
鈴
木
伸
彌
社
長
は
「
で
き
る
と
こ
ろ

か
ら
始
め
て
ほ
し
い
。
費
用
を
か
け
ら
れ

な
い
中
小
企
業
で
は
、
従
業
員
の
防
災
意

識
を
高
め
る
な
ど
ソ
フ
ト
面
の
対
策
が
肝

に
な
る
」
と
話
す
。

　

従
業
員
の
個
別
事
情
を
考
慮
の
う
え
、

一
枚
紙
に
各
人
の
初
動
対
応
を
ま
と
め
て

社
内
共
有
し
、
い
ざ
と
い
う
時
に
遅
滞
な

く
発
動
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
だ
け
で

効
果
が
あ
る
。
鈴
木
工
業
で
は
安
否
確
認

を
迅
速
に
行
え
る
よ
う
、
従
業
員
が
社
内

の
緊
急
連
絡
先
や
家
族
の
電
話
番
号
を
記

し
た
防
災
カ
ー
ド
を
携
帯
し
て
い
る
。
ア

ナ
ロ
グ
的
な
手
法
も
活
用
し
、
堤
防
よ
り

心
の
壁
を
高
く
し
て
お
き
た
い
。

日
刊
工
業
新
聞
社
　
　

岡
田
直
樹

【
筆
者
紹
介
】
岡
田
直
樹
（
お
か
だ
・
な
お
き
）

　

１
９
８
４
年
、
日
刊
工
業
新
聞
社
入
社
。
記
者

と
し
て
、
金
融・電
機・情
報
通
信
な
ど
の
産
業
界
、

総
務
省
・
経
済
産
業
省
・
内
閣
府
な
ど
の
官
庁
を

担
当
。
論
説
委
員
、
論
説
委
員
長
、
日
刊
工
業
産

業
研
究
所
長
を
経
て
、
特
別
論
説
委
員
。
埼
玉
県

出
身
。

Pr
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自
分
へ
の
思
い
や
り
か
ら

始
ま
る
対
人
関
係

◆�

「
ど
う
し
て
私
だ
け
出
社
す
る

の
？
」
と
訴
え
た
派
遣
社
員

Ａ
さ
ん

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
働
き
方
の
変
化
は
長
期

化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
元
に
戻
る
こ

と
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
声
も

あ
り
ま
す
。
変
化
の
ひ
と
つ
が
テ
レ
ワ
ー

ク
で
す
。
東
京
な
ど
人
口
が
多
い
都
市
で

は
、
人
の
流
れ
を
減
ら
す
た
め
に
、
出
勤

し
な
い
で
、
自
宅
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
連
携

し
な
が
ら
仕
事
を
す
る
ケ
ー
ス
が
広
が
り

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
非
正
規
の
社
員
、

例
え
ば
派
遣
社
員
は
そ
の
対
象
か
ら
外
さ

れ
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
相
談
し

て
き
た
の
は
20
代
の
女
性
派
遣
社
員
Ａ
さ

ん
で
す
。
営
業
事
務
職
で
顧
客
先
と
の
連

絡
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
の
部
署
以
外
の

業
務
も
任
さ
れ
た
と
語
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
テ
レ
ワ
ー
ク
の
欠
点
を
補

う
会
社
側
の
努
力
や
工
夫
も
見
ら
れ
た
こ

と
は
皆
さ
ん
ご
承
知
の
通
り
で
す
。一
方
、

不
満
を
感
じ
た
社
員
が
納
得
で
き
る
道
は

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
で
は
別
の
視

点
か
ら
Ａ
さ
ん
と
話
し
合
い
、
気
持
ち
を

切
り
替
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、

ま
ず
自
分
へ
の
思
い
や
り
、
と
い
う
姿
勢

で
す
。

◆�

頑
張
っ
て
い
る
自
分
に
、
自

分
か
ら
い
た
わ
り
の
言
葉
を

か
け
ま
し
ょ
う

　

こ
れ
は
、『
セ
ル
フ
・
コ
ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
』

と
呼
ば
れ
る
、
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
た
新

し
い
ス
ト
レ
ス
対
処
法
で
す
。
コ
ン
パ
ッ

シ
ョ
ン
は
思
い
や
り
、
慈
悲
の
心
と
訳
さ

れ
ま
す
。従
っ
て
セ
ル
フ
・
コ
ン
パ
ッ
シ
ョ

ン
は
「
自
己
へ
の
思
い
や
り
」
と
い
う
意

味
で
す
。
自
分
自
身
に
優
し
く
語
り
か
け

て
み
て
く
だ
さ
い
。「
頑
張
っ
て
い
る
ね
」

と
。
自
分
を
責
め
る
の
で
は
な
く
、
自
分

を
い
た
わ
る
気
持
ち
に
な
る
は
ず
で
す
。

自
分
に
と
っ
て
都
合
の
い
い
感
情
に
置
き

換
え
て
い
る
こ
と
で
、
他
人
へ
の
嫌
悪
や

距
離
を
感
じ
て
苦
し
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
が

多
い
の
で
す
が
、
自
分
を
い
た
わ
る
こ
と

で
、
そ
の
偽
り
の
感
情
は
消
え
る
と
説
明

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ａ
さ
ん
に
こ
の
話
を
し
ま
し
た
。
最
初

は
抵
抗
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
自
分
へ

の
思
い
や
り
と
い
う
姿
勢
が
自
分
の
中
に

浸
透
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
分
か
っ
て
も

ら
え
ま
し
た
。
余
計
な
こ
と
を
考
え
な
い

で
仕
事
に
集
中
で
き
た
こ
と
、
ミ
ス
を
し

て
も
回
復
が
早
く
な
っ
た
こ
と
、
な
ど
も

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

◆�

相
手
か
ら
も
思
い
や
り
が
返
り
、

職
場
に
潤
い
が
戻
り
ま
す

　

セ
ル
フ
・
コ
ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
続
き

が
あ
り
ま
す
。
自
分
へ
の
思
い
や
り
を
持

つ
と
、
自
然
に
他
人
へ
の
思
い
や
り
も
発

揮
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
周
囲
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、
部
署
全
体
の
業

績
向
上
に
も
良
い
影
響
を
与
え
る
効
果
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
自
分
の
本
音
に
気
づ
い

て
自
分
ら
し
く
生
き
る
契
機
と
な
り
、
職

場
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に

し
、
共
感
の
あ
る
温
か
い
人
間
関
係
を
築

く
こ
と
に
な
る
流
れ
で
す
。
こ
の
流
れ
の

ゴ
ー
ル
は
「
他
者
か
ら
の
思
い
や
り
」
で

す
。誰
か
に
思
い
や
り
を
向
け
る
こ
と
で
、

そ
の
見
返
り
と
し
て
、
相
手
か
ら
も
思
い

や
り
が
返
っ
て
く
る
と
い
う
図
式
で
す
。

　

Ａ
さ
ん
も
深
く
う
な
ず
い
て
く
れ
ま
し

た
。コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
働
く
人
が
悩
み
、

苦
し
ん
で
い
ま
す
。
今
回
紹
介
し
た
セ
ル

フ
・
コ
ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
３
つ
の
流
れ
を

示
し
ま
し
た
が
、
ま
ず
は
自
分
へ
の
思
い

や
り
。
小
さ
な
こ
と
で
も
で
き
て
い
る
自

分
を
褒
め
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
て
く
だ

さ
い
。

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
　
　

柏
木
勇
一

【
筆
者
紹
介
】
柏
木
勇
一
（
か
し
わ
ぎ
・
ゆ
う
い
ち
）

　

大
学
卒
業
後
、
新
聞
社
勤
務
を
経
て
、
現
在
Ｅ

Ａ
Ｐ
企
業
で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
活
動
。
産
業

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
家
族
相
談
士
、
交
流
分
析
士
。
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寄　稿

“
ピ
ン
チ
”
と
“
ク
レ
ー
ム
”

　

先
日
の
北
海
道
新
聞
で
、「
ク
レ
ー
ム

こ
そ
、
好
機
」
と
い
う
言
葉
を
知
っ
た
。

厚
岸
観
光
協
会
で
現
在
活
躍
中
の
安
藤
事

務
局
長
さ
ん
の
座
右
の
銘
と
の
こ
と
だ

が
、「
ピ
ン
チ
は
、
チ
ャ
ン
ス
」
と
い
う

言
葉
よ
り
も
、
こ
ち
ら
の
方
が
い
い
標
語

に
な
り
そ
う
だ
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
材
料

に
仕
事
の
仕
方
を
眺
め
て
み
る
。

　

そ
も
そ
も
“
ピ
ン
チ
”
と
“
ク
レ
ー
ム
”

で
は
、
ト
ラ
ブ
ル
に
関
わ
る
者
が
違
う
。

“
ピ
ン
チ
”
は
自
分
だ
け
だ
が
、“
ク
レ
ー

ム
”
に
は
ク
レ
ー
ム
を
持
ち
込
む
相
手
と

自
分
の
２
者
が
い
る
。
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞

わ
れ
て
い
る
状
況
は
同
じ
で
も
、
そ
の
関

わ
る
者
の
違
い
は
解
に
臨
む
姿
勢
に
現
れ

る
。

　
“
ピ
ン
チ
”
で
は
、
追
い
詰
め
ら
れ
る

の
は
“
自
分
”
だ
け
。
そ
の
た
め
打
開
策

は
「
自
分
さ
え
回
避
で
き
れ
ば･･･

」
程

度
の
も
の
で
も
済
ん
で
し
ま
う
。
と
こ
ろ

が
“
ク
レ
ー
ム
”
の
方
は
、
そ
う
は
い
か

な
い
。
こ
ち
ら
が
提
示
す
る
策
を
相
手
が

受
け
止
め
て
く
れ
な
け
れ
ば
、
打
開
策
と

は
な
れ
な
い
の
だ
。

　

問
題
解
決
の
糸
口
は
、
ひ
と
え
に
ク

レ
ー
ム
を
発
す
る
相
手
の
側
が
握
っ
て
い

る
か
ら
、
な
ぜ
ク
レ
ー
ム
が
出
て
く
る
の

か
、
そ
の
背
景
を
じ
っ
く
り
と
探
ら
ね
ば

解
に
は
な
れ
な
い
。「
ピ
ン
チ
は
、
チ
ャ

ン
ス
」
で
は
得
ら
れ
な
い
、
こ
の
場
面
の

あ
る
こ
と
が
「
ク
レ
ー
ム
こ
そ
、
好
機
」

の
標
語
の
力
の
見
せ
ど
こ
ろ
。

　

す
る
と
日
頃
は
見
過
ご
し
が
ち
な
、
こ

ち
ら
の
落
ち
度
や
深
層
に
あ
る
相
手
の
欲

求
も
浮
か
ん
で
く
る
。
そ
れ
が
感
じ
取
れ

た
ら
、
す
か
さ
ず
こ
れ
に
対
応
す
る
。
こ

の
時
、
相
手
と
応
対
す
る
時
の
姿
勢
で
一

番
大
事
な
の
は
、
相
手
も
人
間
だ
と
い
う

こ
と
。
応
対
の
入
り
口
看
板
に
掲
げ
る
の

は
、「
誠
心
誠
意
」
と
心
が
け
よ
う
。

　

誠
心
誠
意
の
見
せ
方
で
大
事
な
の
は
、

相
手
の
真
の
苦
情
に
寄
り
添
う
姿
勢
だ
と

思
う
。
人
間
、
拳
を
振
り
上
げ
る
と
き
に

先
走
っ
て
い
る
の
は
感
情
だ
。
そ
の
感
情

の
始
末
、
落
と
し
ど
こ
ろ
ま
で
考
え
て
拳

を
振
り
上
げ
る
こ
と
は
少
な
い
も
の
。
単

に
謝
る
と
い
う
の
で
な
く
、
拳
の
お
ろ
し

ど
こ
ろ
を
探
り
、
提
案
し
、
相
手
と
の
信

頼
関
係
を
太
く
す
る
こ
と
だ
け
を
、
ま
ず

は
考
え
て
応
対
し
よ
う
。
す
る
と
そ
れ
は

リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
の
入
り
口
へ
と
、
変
え

る
こ
と
が
で
き
て
く
る
。
人
生
、
逃
げ
回

れ
る
ほ
ど
長
く
は
な
い
。

　

縮
ん
だ
取
引
関
係
を
切
ら
せ
ず
太
い
も

の
に
し
て
い
く
に
は
、“
ク
レ
ー
ム
”
対

応
ひ
と
つ
に
つ
い
て
も
こ
ん
な
心
掛
け
も

必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
だ
が
、

こ
の
収
縮
状
態
だ
け
に
目
を
当
て
る
と
、

少
子
化
に
よ
り
発
現
す
る
と
い
わ
れ
て
い

る
経
済
活
動
の
縮
小
と
も
通
じ
て
く
る
。

　

都
会
で
は
リ
ヤ
カ
ー
に
よ
る
移
動
店
舗

が
は
や
っ
て
き
て
い
る
と
も
漏
れ
聞
く
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
移
動
先
を
入
れ
て
お
く

と
、そ
こ
に
客
が
集
ま
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

商
機
は
価
格
差
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
や
は

り
人
間
に
は
信
頼
関
係
前
提
ス
タ
イ
ル
が

強
い
よ
う
に
思
う
。

　

そ
う
い
え
ば
ル
ー
ト
営
業
の
元
祖
、「
御

用
聞
き
」は
ど
の
業
種
で
も
や
っ
て
い
た
。

価
格
競
争
の
通
販
で
は
手
薄
に
な
り
が
ち

な
「
信
頼
関
係
」
構
築
に
力
を
入
れ
た
や

り
方
だ
。

　

在
宅
勤
務
時
の
勤
務
管
理
と
か
健
康
管

理
等
々
、
コ
ロ
ナ
禍
で
改
め
て
認
識
さ
せ

ら
れ
た
管
理
課
題
も
多
い
と
思
う
が
、
現

在
は
ど
こ
の
業
界
も
コ
ロ
ナ
で
縮
ん
で
い

る
。
強
引
に
経
済
活
動
を
縮
小
す
る
こ
と

に
な
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
を
テ
コ
に
し
、
次
の

課
題
の
少
子
化
現
象
を
乗
り
切
る
ヒ
ン
ト

を
得
る
た
め
に
も
、“
ク
レ
ー
ム
”
に
向

き
合
う
姿
勢
を
鍛
え
て
お
こ
う
。

㈱
ア
ル
テ
ィ
ス
タ
人
材
開
発
研
究
所
　
　
　
　
　

　
代
表
　
　

玄
間
千
映
子

【
筆
者
略
歴
】
玄
間
千
映
子

（
げ
ん
ま
・
ち
え
こ
）　

㈱

ア
ル
テ
ィ
ス
タ
人
材
開
発
研

究
所
代
表
。
國
學
院
大
學

卒
。
米
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
大
学

大
学
院
卒
後
、
米
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
ビ
ジ
ネ

ス
ス
ク
ー
ル
修
了
。
現
在
、
日
本
経
済
大
学
大
学

院
非
常
勤
講
師
、
信
州
大
学
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

兼
先
鋭
材
料
研
究
所
野
口
研
究
室
技
術
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
、（
一
社
）
水
底
質
浄
化
技
術
協
会
監
事
な
ど

を
兼
任
。
著
書
に「
朗
働
の
時
代
」「
ジ
ョ
ブ・デ
ィ

ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
一
問
一
答
」「
リ
ス
ト
ラ
無
用
の

会
社
革
命
」
な
ど
。
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わが社のホープわが社のホープとと会社ＰＲ会社ＰＲ 　①名前　　②趣味　　③自由記載

株式会社 田淵金物　
鳥取ストーブ事業部

会社の概要

お店紹介

①　中川　伸行

②　レザークラフト

③　�入社して約半年が過ぎましたが、 今まで培って

きた建築板金の技術を煙突の施工等に活かし

ながら、 お客様の快適なストーブライフに貢献

していきたいです。

　　�環境に優しい木質燃料を活用できる薪ストーブ

やペレットストーブの魅力をより多くの人にお届

けしていきたいです。

田淵金物は明治30年に創業以来、因幡地域の人々と豊かな自然に支えられ、今年で創業124年目を迎
えました。
2017年鳥取市叶に田淵金物ファームマート店をオープンいたしました。マキタ製品やSTIHLの展示売
場面積は西日本最大級。プロの職人さんからDIYのお客様、農林業関係のお客様など、幅広いお客様のニー
ズにお応えできるよう、日々最適な売場づくりと笑顔で皆様のお越しを心よりお待ちしております。

鳥取ストーブは、鳥取市内にある株式会社田淵金物が運
営する、薪ストーブ・ペレットストーブ、サウナストー
ブ、煙突・炉台の設計施工をはじめ薪の調達やアフター
メンテナンスまで、薪ストーブ全般のサポートを提供す
るショップです。お手軽なオンライン相談から始まり、
ショールームで実際のストーブを見ていただくことがで
きます。お客さまのご不安な点をできる限り取り除き、
安心してご利用いただけるよう、お見積もり・契約・工
事・設置の流れを詳細にご案内しています。
アフターメンテナンスもしっかりとご対応いたします。
煙突掃除やストーブ本体の点検・掃除など、末永く快適
にお使いいただけるように、設置後のストーブの状態を
確認し最適な  ご提案をさせていただきます。

〒680-0874　 鳥取市叶338-1
　　　　　　　　TEL 0857-30-7320
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えんトリー　会員状況

現登録会員数 623名

お引合せ成立組数（累計） 2,138組

カップル成立数（累計） 895組

成婚数
（センターに連絡のあった組数） 144組

【2021年8月末現在】

えんトリー・ナコード　活動状況

相談者数 165名

お見合い件数数（累計） 69組

カップル成立数（累計） 39組

【2021年8月末現在】

【県委託 鳥取県法人会連合会 社会貢献事業】 

とっとり出会いサポートセンター

えんトリー　ＮＥＷＳ

えんトリー・ナコードカップル成立６割以上！
ボランティア仲人さんが頑張っています！

・今まで実現しなかったお見合いの席に、仲人の後押しでたどり着いた方
・仲人が事前面談した相手を勧めるので、ミスマッチが少ないことがメリット

・こういう人にも会ってみてはと相談者の背中を押すことも

出会いの機会が広がり、お見合い後、短期間でのカップルも成立しています。
さらに仲人、相談者を増やし成婚につなげていきます。

お相手を紹介したい、お見合いのセッティング
をしていただけるボランティアを随時募集して
おります。
ご希望の方はお気軽にセンターまでご相談くだ
さい。

縁結びナビゲーター
吉村　美穂子さん（中部）
結婚したいけれど縁が無い。
いつか理想の人が現れると待っ
ている人は、まずは、勇気を出
して一歩踏み出して欲しいと思
います。
私達ボランティア仲人は、自分に合う人が見つ
からないと悩む人を応援し、出会いをサポート
します。
仲人同志で情報交換し、相談者にふさわしいと
思えるお見合い相手を探し紹介します。
結婚は、ゴールではなくスタートです。
相談者の1人でも多くの方が幸せな人生のス
タートを、きって頂きたいと願っています。

縁結びナビゲーター
坂口　由美さん（東部）
ウィズコロナで出会いの場が少
なくなった今。貴方に合ったお
相手を一緒に見つけてあげたい
…貴方を待っている人はいる…
そんな思いで、誠心誠意のマッチングを紡がせ
てもらっています。
先ずはプロフィールシートを記入すると、自分
自身を見つめ直し、お相手に望む事が見えてき
ます…後は出会いのチャンスを待ち、幸せを掴
む‼︎ その勇気の一歩を縁ナビの私たちに託して
欲しいと思います。

（問い合わせ先）
〇鳥取センター

℡ 0857-30-5151
〇倉吉センター

℡ 080-1646-1899
〇米子センター

℡ 0859-30-3443

最高のロケーションで
お見合い中
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公益社団法人 鳥取法人会　
〒680-0031　鳥取市本町３丁目２０１番地　
　　　　　　　鳥取産業会館・鳥取商工会議所ビル２階

ＴＥＬ 0857（27）1604　　ＦＡＸ 0857（20）0555
メール hojin@toriho.com　　　ホームページ http://www.toriho.com
ご意見・ご要望をお待ちしております

冊子無料配布のご案内
掲載冊子を会員の皆様に無料配布いたします

ご希望の方は、法人会事務局までお問合せください
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会社名 代表者 業種
《 東支部 》
（一社）鳥取県薬剤師会 原　利一郎 財団社団法人
㈱SKY 加藤　恵理 美容業
スタジオ昴㈱ 林　眞理子 不動産業

《 西支部 》
㈲ハンプス 英　義人 広告代理店

《 南支部 》
和田商店 和田　好生 林業
㈱戦略みらい 澤田　友紀 経営コンサルタント業
㈱LET 森本　博美 建築設備設計
Lifefix合同会社 山口　翔馬 情報提供業

《 北支部 》
リグアス㈱ 松岡　崇 情報サービス業

《 湖南支部 》
日本セーフティーロード㈱ 安谷　亨 開発設計製造

新入会員（19社）令和3.3.1 ～ 8.31

会社名 代表者 業種
《 湖東支部 》
㈱グリーンテクノクリエイト 大塚　清隆 造園工事
㈲造園土木植清園�鳥取（営） 大塚　巌 造園工事

《 桜ヶ丘支部 》
㈱中山木材 中山　敦 材木卸売

《 岩美支部 》
㈱NE製作所 恵美須直喜 金属加工業

《 気高支部 》
㈲尾崎工務店 尾崎　和也 建設業
㈲米村木工 米村　安弘 木製品製造業

《 智頭支部 》
㈲小坂板金工作所 小坂　昇 板金工事

《 八頭東支部 》
㈱鳥取クリエイティブ研究所 松原　雄平 各種コンサルタント
㈱フィールグッド 森下　操 不動産業

（順不同）



鳥取税務署　人事異動のお知らせ　（令和3.7.10発令）

官　　職 新　　　任
（前　　　職）

前　　　任
（異�動�先�等）

署 　 　 　 長 唯　間　秀　隆
（広島国税局�調査査察部�査察管理課長）

古　賀　裕　志
（広島国税不服審判所　管理課長）

副　 署　 長 富　田　知　博
（広島国税局�総務部�総務課�課長補佐）

西　原　誠　治
（東京国税不服審判所　副審判官）

総� 務� 課� 長 福　原　弘　之
（長門税務署　総務課長）

小矢野　健　二
（名古屋国税局�調査部　特別国税調査官）

税務広報広聴官 大　杉　真由美
（瀬戸税務署　管理運営徴収部門　統括国税徴収官）

立　光　美由紀
（大東税務署　調査部門　統括国税調査官）

法人課税第一部門�
統括国税調査官

安　藤　直　人
（広島国税局�課税第一部�国税訟務官室�訟務専門官）

椿　　　徳　光
（広島東税務署�特別国税調査官（源泉所得税担当））

法人課税第一部門�
総括上席国税調査官

森　本　　　守
（広島国税局　調査査察部　調査第五部門　国税調査官）

神　原　啓　介
（広島国税局�課税第二部�資料調査課　主査）

年月 事業・研修会�等 役員会・委員会�等 その他

3.11

年末調整説明会　※11/19（金）とりぎん文化会館�梨花ホール
第14回�「キッズカフェ」
女性部会�視察研修
税制改正提言活動（下旬）
県連統一事業　第８回�税金クイズ（9/25～ 11/30）

組織・厚生合同委員会
正副会長会議

女性フォーラム�新潟大会
（11/16）

青年の集い　佐賀大会
（11/26）

12 青年部会�クリスマス家族会（上旬）
第３回�法人税務説明会�≪10・11・12月決算会社≫（12/21）

��　　　　　　　
　　　　　　　

「県連通信」・「ほうじん」
発送（下旬）

4. 1 青年部会�定例会（中旬）
女性部会�定例会（中旬）

青年部会�役員会��
第２回�広報委員会

2
第４回�法人税務説明会�≪１・２月決算会社≫（上旬）
支部合同研修会（中旬）
第12回「税に関する絵はがきコンクール」選考会・表彰式

3

青年部会�定例会　
女性部会�定例会
献血ボランティア　　鳥取商工会議所�エントランス
第５回�法人税務説明会�≪３月決算会社≫（下旬）

研修委員会
総務委員会
青年部会�役員会
女性部会�役員会
第３回�理事会

「法人とっとり」第108号発行
「法人とっとり」・「ほうじん」

発送（下旬）

鳥取法人会　行事予定　　
（令和3年11月1日～令和4年3月31日）

27

ひとりごとひとりごと
好きなことがある幸せ
私は運動が得意ではありませんが、身体を動かすことは好きです。
マラソンと自転車くらいですが、時間を見つけて続けています。
得意ではないので、チーム競技より個人競技が楽しめます。
ストレス発散と健康維持にとても役に立っていると思います。
自分に向き合いコツコツ努力し、過去の自分より一歩でも前進
する。
歳とともに数字的なものは衰えていったとしても、自身で掲げ
た目標を達成する喜びを感じながら今後も続けていきたいと思
います。
 広報委員　橋本　正幸
 （AIG損保㈱）

　うちの娘が１歳になりまして、あと20年は頑張らんといけん
わけですが、私の子どもの時と今とをちょっと考えて見たわけ
です。まず　アップル　といえば　電話ではなくリンゴのこと
でした。同じくウィンドウズといえば窓のことですし、テレビ
やクーラーは一家に一台しかないものでしたし、米子に行くの
に３時間以上はかかるものでした。かといって不自由を感じて
いたかといえば、そうでもなく、楽しく暮らしていたものです。
　そこでうちの娘が成人する2040年代はどうなっているので
しょうか？今の私たちが“当たりまえ”と思っていることの何
割くらいが残っているのか？ちなみに予想だと鳥取県の人口は
44万人になっているらしいです。なんか考えただけで末恐ろし
く感じるのと同時に楽しみでワクワクする　そんな気持ちにな
るものです。　

広報委員　出口　敦教
（㈲プラスペリティ）



鳥取支店

〒680-0846 
鳥取市扇町7　鳥取フコク生命駅前ビル2階 
TEL.0857-20-0081　FAX.0857-20-0085 
午前9時～午後5時（土・日・祝日・年末年始を除く）


